
自動車運転業務の現状

○労働時間

・ 年間賃金は、労働時間が長いにも関わらず、全職業平均と比較して
約１～３割低い。

○賃金

・ 平均労働時間は、全職業平均と比較して約１～２割長い。

・ 平均所定外労働時間は、全職業平均と比較して約２～３倍の長さ。

・ 週間就業時間が60時間を超える者（月80時間の時間外労働時間に
相当）の割合は、約４割であり、全職業平均の約３倍。

・ 有効求人倍率は全職業平均の約２倍。人手不足が年々深刻化。

・ 女性比率は、全職業平均の１割未満と低い。

・ 平均年齢は、全職業平均と比較して約３～17歳高い。

○運転者不足

出典： 参考資料参照 2



【参考】自動車運送事業の働き方をめぐる状況
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①労働時間 全職業平均より
約１～２割長い。

長い労働時間にも関わ
らず、約1割～3割低い。

③年間賃金

④人手不足 人手不足が年々深刻化。
有効求人倍率は全職業
平均の約２倍。

②所定外
労働時間

全職業平均の
約２～３倍の長さ。

⑤高齢化 全職業平均より
平均年齢が
約３～１７歳高い。

⑥女性比率 女性比率は全職業
平均の１割未満と
低い。

（出典）第1回関係省庁連絡会議の参考資料より国土交通省作成
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自動車の運転業務に係る平均労働時間は、全職業平均と比較して約１～２割長い。

自動車の運転業務に係る長時間労働の実態 【平均労働時間】

（年間）平均労働時間数の比較

2604 2484 2520 2316 2124

大型トラック 中小型トラック バス タクシー 全職業平均

注1）「大型トラック」、「中小型トラック」、「バス」及び「タクシー」はそれぞれ厚生労働省「平成28年賃金構造基本統計調査」における「営業用大型貨物自動車運転者」、
「営業用普通・小型貨物自動車運転者」、「営業用バス運転者」及び「タクシー運転者」の数値。

注２）平均労働時間数は、 「平成28年賃金構造統計調査」の「所定内実労働時間数」及び「超過実労働時間数」の和を年間に換算。

時間

+480時間
+23%

+360時間
+17%

+396時間
+19%

+192時間
+9%
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自動車の運転業務に係る平均所定外労働時間は、全職業平均と比較して約２～３倍の
長さ。

自動車の運転業務に係る長時間労働の実態 【平均所定外労働時間】

（年間）平均所定外労働時間数の比較

468 384 492 288 156

大型トラック 中小型トラック バス タクシー 全職業平均

注1）「大型トラック」、「中小型トラック」、「バス」及び「タクシー」はそれぞれ厚生労働「平成28年賃金構造基本統計調査」における「営業用大型貨物自動車運転者」、
「営業用普通・小型貨物自動車運転者」、「営業用バス運転者」及び「タクシー運転者」の数値。

注２）平均所定外労働時間数は、 「平成28年賃金構造統計調査」の「超過実労働時間数」を年間に換算。

時間

+312時間
+200%

+228時間
+146%

+336時間
+215%

+132時間
+85%
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自動車の運転業務の従事者のうち、週間就業時間が60時間を超える者（月80時間の
時間外労働時間に相当）の割合は、約4割であり、全職業平均の約３倍。

自動車の運転業務に係る長時間労働の実態 【月80時間を超える時間外労働】

週間就業時間が60時間を超える者（月80時間の時間外労働時間に相当）の割合の比較

自動車運転 船舶・航空機運転 鉄道運転 全職業

注1）「自動車運転」、「船舶・航空機運転」及び「鉄道運転」はそれぞれ総務省「平成24年就業構造基本調査」における「自動車運転従事者」、「船舶・航空機運転従事
者」、「鉄道運転従事者」の「正規の職員・従業員」の数値のうち、年間200日以上労働している者の数値。

注２）一ヶ月を４週間、法定労働時間を週40時間と仮定した場合、週間就業時間が60時間を超える者は、月80時間の時間外労働に相当する。

％
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自動車の運転業務の従事者の賃金

自動車の運転業務の従事者の年間賃金は、労働時間が長いにも関わらず、全職業平
均と比較して約1割～3割低い。
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万円 年間賃金の比較

大型トラック 中小型トラック バス タクシー 全職業

出典： 厚生労働省「平成28年賃金構造統計調査」より国土交通省作成

注1）「大型トラック」、「中小型トラック」、「バス」及び「タクシー」はそれぞれ「平成28年賃金構造基本統計調査」における「営業用大型貨物自動車運転者」、「営業用普
通・小型貨物自動車運転者」、「営業用バス運転者」及び「タクシー運転者」の数値。

注２）年間賃金は、 「平成28年賃金構造統計調査」の「きまって支給する現金給与額」の年間換算に「年間賞与その他特別給与額」を加えたもの。

447 399 448 330 490

▲43万円
▲9%

▲91万円
▲19%

▲42万円
▲9%

▲160万円
▲33%
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自動車の運転業務の人手不足
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リーマン・
ショック

自動車運転

全職業平均

船舶・航空機運転

鉄道運転

1.02

1.52

0.76

0.44

2.33

1.22

0.61

0.46

注）「自動車運転」、「船舶・航空機運転」及び「鉄道運転」は、厚生労働省「一般職業紹介状況」の「自動車運転の職業」、「船舶・航空機運転の職業」及び「鉄道運転の
職業」の数値。

自動車の運転業務の人手不足が年々深刻化しており、有効求人倍率は全職業平均
の約２倍。

有効求人倍率（常用パート含む。）の推移
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トラックドライバー不足の深刻化

全日本トラック協会「トラック運送業界の景況感」より

（年度）

 トラック運送事業の人手不足感が近年強まっており、直近(平成２９年１月～３月期)では
約７割の事業者が人手不足の状況にある。
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自動車の運転業務の従事者の高齢化

・自動車の運転業務の従事者の平均年齢は、全職業平均と比較して約３～１７歳高い。
・若者の雇用の促進が課題。

歳

大型トラック 中小型トラック バス タクシー 全職業

注）「大型トラック」、「中小型トラック」、「バス」及び「タクシー」はそれぞれ厚生労働省「平成28年賃金構造基本統計調査」における「営業用大型貨物自動車運転者」、
「営業用普通・小型貨物自動車運転者」、「営業用バス運転者」及び「タクシー運転者」の数値。
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平均年齢の比較

47.5 45.4 49.9 58.7 42.2

+5.3歳
+13%

+3.2歳
+8%

+7.7歳
+18%

+16.5歳
+39%
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自動車の運転業務の従事者の女性比率

・自動車運転業務の従事者の女性比率は、全職業平均の１割未満と低い。
・女性ドライバーの働きやすい環境の整備が課題。

％

トラック バス タクシー 全産業

注）「全産業」及び「トラック」はそれぞれ総務省「労働力調査」(平成28年度平均) における「全産業」及び「道路貨物運送業」の数値による。
「バス」は(公社)日本バス協会調べ(平成27年)、「タクシー」は(一社)全国ハイヤー・タクシー連合会調べ(平成27年）。
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